
事故要因の分析と再発防止対策について

早期に避難行動を開始できなかった要因 その背景にあった要因 今後の再発防止対策
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崩れやすい裏山

(という認識)

直接、海が見えない立地

裏山への避難路なし

裏山に詳しい教職員がいない

津波の際の指定避難所

ハザードマップの

予想浸水域外

過去の津波被災経験なし

津波を想定していない

マニュアルの避難先

話し合いで緊急決断が下せず

校長（最高責任者）の不在

２階建て校舎、屋上なし

集まってきた地域住民の存在

（避難者への対応）

裏山を避難先とできず

マニュアルにある避難先は

利用できず

津波来襲の可能性が高いとは

考えず（地震直後は）

地域住民等による

強い進言無し

津波の来襲状況が見えず

人間関係重視型の組織運営(?)

避難所運営に対する

意識の傾注

積極的ではない（受け身の）

情報収集

資料２

津波・洪水を想定しない設計

災害想定のあり方

学校防災マニュアルのあり方

緊急時のリーダーシップのあり方

情報収集の手段・役割分担が

不明確なマニュアル(?)

学校防災における

避難所問題の重視

高い河川堤防

被害想定

の限界

＊チームとしての意思決定のあり方、

その教育・訓練（ＣＲＭ） 等

災害時における学校の役割

＊教職員の避難所運営への関わり方

＊低頻度・大被害となる災害への備え方

＊マニュアルに定めるべき事項

＊マニュアル策定の方法

（策定時の地域・保護者との連携、専門家に

過去の

崖崩れ

学校防災

マニュアルの

確認・検証

体制の不備

教職員の防災・危機管理教育

＊教員養成課程における学校防災の位置づけ

＊学校ごとの「災害環境」に関する教職員教育の

災害に備えた学校の立地・設計

＊防災・安全面に関する立地・設計基準 等


